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Mr.HORI-NYで活躍した松江出身の写真家・堀市郎写真展 

――小泉八雲が応援した写真家―― 

 

 

津山藩士が出雲国能義
の ぎ

郡に逗留した時の書付
かきつけ

 
幕末、1863年（文久 3）尊王攘夷運動の高まりを恐れた江戸幕府は、

天皇や薩摩藩の支持をとりつけ、京都から急進派の公家や長州藩士を

追放し、翌 1864年（元治元）、長州を攻めて屈服させた（第一次長州征

討）。 

この時、美作
みまさか

国（岡山県）の津山藩も幕府から長州への出兵が命ぜら

れた。11月 5 日に一番備と
ぞなえ

して士大
さむらい

将の永見丹波以下 75名が、6日に

は二番備として士大将の佐久間上総以下 70 名、9 日に藩主松平松平慶
よし

倫
とも

自ら
みずか

出馬し、以下 125 名の藩士が従った。そ

の他の兵士・人夫など総勢 4,000 人にも上り、

農民出身者も多くいた。 

一行は山陰道を通り、藩主は能義
の ぎ

郡の雲
うん

樹
じゅ

寺
じ

（安来市）に逗留し、他隊も周辺に泊まった。11

月末に藩主は広島へ向かうが、一番備・二番備は

そのまま留まった。この時、一番備の池田・春木・

川端・林の四人が能義郡荒島
あらしま

（安来市荒島）の金
かな

山
やま

家（金山清右衛門家）に居留し、11 月下旬か

ら翌年正月上旬までの約１か月半を過ごした。 

この書付
かきつけ

は、宿を強制された代償に書いて

いったもので、4人は「食事が悪い」とか「廊

下が狭い」など小言をいって「横暴を極めた」

という。      

 

鎮
ちん

撫
ぶ

使
し

総
そう

督
とく

・西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

を案内した時の虎の巻 
1868 年（慶応 4＝明治元）1 月、鳥羽伏見の戦いで勝利を収めた官軍

は、山陰道の諸藩に恭 順
きょうじゅん

の意を示させるべく、薩長軍を従え弱冠 20歳

の西園寺公望を鎮撫使総督として鳥取、松江へ向かわせた。松江に来た

西園寺の案内役を命じられたのが、松江の商人・小西治左衛門であった。

小西家は和泉堺の薬屋であったが、松平家初代藩主直
なお

政
まさ

が信濃松本から

出雲松江へ入る際に松江へ来た。 

西園寺一行は 2 月 28 日から 5 日間松江に滞在した。この扇
せん

子
す

（表裏

面＝右写真）は、小西が西園寺を案内する時の虎の巻として作成したも

ので、案内に際し、恐る恐るこの扇子を開いたり閉じたりしながら、松

江の地勢などを言上し、大任を果たしたと伝わる。 

西園寺の質問に即座に応えられるよう、家老たちの石高や松江城下の 

地理を、西園寺の宿所を起点に距離や、寺社など地理情報を細かに記し 
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山陰道鎮
ちん

撫
ぶ

使
し

と松江藩展 

――鎮撫使案内の虎の巻―― 

 

【
釈
文
１
】 毛

利
征
伐
ニ
付
書
附
之
事 

三
番
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
外
村
（
安
来
市
） 

一
、
美
作
中
将
（
松
平
慶
倫
）
殿 

 
 

御
本
陣 

 

雲
樹
寺 

 
 
 
 
 
 

御
旗
奉
行 

 
 
 
 
 
 
 

栗
原
玉
城
附
拾
六
人 

 
 

 

二
番
備 

 
 
 
 

 
 
 

上
坂
田
村
（
安
来
市
） 

 
 

 
 

佐
久
間
上
総 

 

御
本
陣 

 

中
仙
寺 

 
 
 
 
 
 

御
旗
奉
行 

 
 
 
 
 
 
 

大
熊
宮
之
進
附
八
人 

 
 

 

一
番
備 

 
 
 
 
 
 
 

荒
嶋
村
（
安
来
市
） 

 
 

 
 

永
見
丹
波 
 
 

御
本
陣 

 

円
光
寺 

 
 
 
 
 
 

御
旗
奉
行 

 
 
 

右
同
村 

 
 
 
 
 
 
 

太
田
登
内
附 

下
陣 

金
山
清
右
衛
門
宅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
守
一
久
尚
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
木
新
六
延
忠
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
端
弥
六
光
信
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

林
周
蔵
正
光 

（
花
押
） 

 

右
元
治
甲
子
歳
十
一
月
中
旬
差
陣 

 

次
ニ
乙
丑
正
月
上
旬
退
陣
有
之
候 

 

宕 

荒
島
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
山
弥
三
右
エ
門 

 

 



しており、維新期

の城下の状況をう

かがう貴重な史料

である。 

明治時代中期、

小西家は窮乏し、

荒島にあった土地

の米作りに関わっ

ていた金山家へ窮

乏を訴えた。金山

家は 50円を送り、

その返礼にこの扇

子が金山家へと渡

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
釈
文
２
】
（
扇
表
面
） 

 
 

家
老 

四
千
二
百
五
十
石 

乙
部
九
郎
兵
衛 

二
千
石 

 
 
 
 

今
村
修
礼 

二
千
石 

 
 
 
 

大
野
舎
人 

三
千
九
十
石 

 
 

神
谷
源
五
郎 

千
六
百
五
十
石 

 

三
谷
半
太
夫 

 
 
 
 
 

寺
社
奉
行 

三
千
七
百
十
石 

 

三
谷
権
太
夫 

 
 
 

三
千
七
十
石 

堀
彦
右
衛
門 

千
六
百
石 

 
 
 

小
田
要
人 

 
 
 
 

三
百
五
十
石 

早
川
太
兵
衛 

四
千
八
百
石 

 
 

大
橋
此
面 

千
六
百
石 

 
 
 

仙
石
城
之
助 

 
 
 
 
 

目
附 

 
 
 
 
 
 
 
 

朝
日
千
助 

 
 
 
 

三
百
石 

 
 

高
畑
多
門 

 
 

同
並 

千
五
百
石 

 
 
 

塩
見
増
右
衛
門 

 
 

二
千
五
百
石 

 
 

有
澤
権
五
郎 

二
千
三
百
石 

 
 

栁
多
佐
太
郎 

 
 
 

二
百
石 

 
 

郡
奉
行 

 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
百
石 

 
 

隠
州
郡
代 

千
二
百
石 

 
 
 

黒
川
左
膳 

千
石 

 
 
 
 
 

高
田
直
人 

七
百
石 

 
 
 
 

望
月
円
次 

 
 
 
 

百
五
十
石 

 

御
船
奉
行 

六
百
石 

 
 
 
 

柳
多
波
江 

 
 
 
 

百
五
十
石 

 

小
川
太
祖
右
衛
門 

七
百
石 

 
 
 
 

石
原
九
左
衛
門 

 
 

百
三
十
石 

 

尾
崎
次
左
衛
門 

六
百
石 

 
 
 
 

今
村
唯
一 

 
 
 
 

百
三
十
石 

 

栗
田
千
熊 

六
百
石 

 
 
 
 

大
野
貢 

 
 
 
 
 

百
石 

 
 
 

隠
州
代
官 

 
 

用
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
石 

 
 
 

代
官 

四
百
石 

 
 
 
 

藤
田
林
右
衛
門 

 
 
 
 

但
高
知
之
も
の
と
御
座
候 

三
百
五
十
石 

 
 

根
岸
太
次
右
衛
門 

三
百
五
十
石 

 
 

石
原
弥
八 

 
 
 
 

百
石 
 
 
 

地
方 

三
百
五
十
石 

 
 

酒
井
弥
三
兵
衛 

 
 

三
百
五
十
石 

 
 

原
七
兵
衛 

 
 
 
 

廿
五
人
扶
持 

足
高
文
碩 

三
百
七
十
石 

 
 

間
瀬
源
蔵 

 
 
 
 

廿
五
人
扶
持 

中
沢
秀
民 

三
百
七
十
石 

 
 

長
崎
和
左
衛
門 

 
 

十
九
人
扶
持 

杉
山
玄
仙 

  

【
釈
文
３
】
（
扇
裏
面
） 

赤
崎
ヨ
リ
御
宿
マ
テ
十
五
丁
程
、
赤
崎
ヨ
リ
桑
名
屋
脇
マ
テ
六
丁 

真
言
宗
千
手
院
知
行
有
之
候
得
共
、
何
程
か
覚
不
申
上 

桑
名
屋
ヨ
リ
北
堀
マ
テ
三
丁
余
、
北
堀
橋
ヨ
リ
京
橋
マ
テ
五
丁 

京
橋
九
間
ニ
幅
三
間 

松
江
東
西
十
八
丁
、
但
シ
津
田
街
道
町
端
ヨ
リ
末
次
中
原
地
蔵
堂
マ
テ 

同
南
北
二
十
九
丁
、
但
シ
末
次
赤
崎
ヨ
リ
白
潟
才
ノ
神
マ
テ 

 
 
 

内
末
次
分
大
橋
マ
テ
十
七
丁 

末
次
東
西
十
五
丁
、
但
シ
漁
師
町
ヨ
リ
荒
和
井
マ
テ 

白
潟
東
西
三
丁
、
但
シ
東
和
田
見
町
ヨ
リ
灘
町
マ
テ 

両
町
々
数
二
十
五
丁
、
末
次
十
六
丁
、
蔵
前
広
ミ
大
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
潟 

九
丁
、
京
橋
広
ミ
勢
溜
リ 

大
橋
七
十
間
ニ
幅
二
間
半
、
御
宿
ヨ
リ
大
橋
マ
テ
二
丁
程 

寺
院
五
拾
七
ケ
寺
、
大
橋
ヨ
リ
才
ノ
神
マ
テ
十
二
丁
程 

社
十
二
社
、
愛
宕 

照
床 

八
幅
（
八
幡
） 

権
現 

社
司
五
人 

 
 
 
 
 

城
内
稲
荷 

宇
賀 

春
日 

氷
川 

 
 
 
 
 

橋
姫 

伊
勢
宮 

天
神 

売
豆
記 

 

両
町
山
伏
拾
五
人 

家
中
名
前
并
ニ
役
儀
柄
等
存
居
候
儀
者
荒
増
可
答 

城
カ
天
守
歟
ト
御
尋
之
節
者
、
不
案
内
之
由
答 

城
正
面
東
向
ト
覚
候 

稲
荷
門
御
尋
之
節
、
城
内
惣
門
と
答
、
橋
は
稲
荷
橋
と
答 

用
屋
鋪
ト
答
、
細
工
所
ト
答 

末
次
熊
野
神
社
知
行
如
何
不
奉
存
、
土
橋
間
数
二
間 

城
下
分
法
花
宗
大
雄
寺 

同 

天
台
宗
宝
照
院
知
行
不
奉
存 

同 

禅
宗
天
倫
寺
知
行
有
之
候
へ
と
も
、
何
程
歟
不
奉
存 

三
十
三
間
堂
矢
数
歩
合
掛
札
等
之
訳
御
尋
候
ハ
ヽ
、
町
家
之
者
ニ
候
へ
者 

不
奉
存
趣
ニ
申
、
尚
ま
た
御
尋
候
ハ
ヽ
、
追
而
可
申
上
旨
答
候
事 

造
酒
之
儀
者
、
巳
年
已
前
造
成
之
三
歩
一
造
申
付 

相
用
候 

町
家
一
名
願
出
、
国
中
銀
遠
在
へ
正
銭
運
送
自
由
之
た
め 

当
分
為
望
之
願
出
ニ
御
座
候 

当
家
よ
り
之
銭
札
者
、
先
年
廃
却
申
渡
し
有
之
引
上
ク
ニ 

相
成
候
へ
と
も
、
留
た
ふ
し
ハ
残
も
有
之
哉
、
山
国
之
儀
、
品
々 

差
支
之
儀
有
之
、
惣
方
難
渋
無
之
た
め
町
人
と
も 

願
出
取
遣
い
た
し
候
儀
ハ
有
之
趣
ニ
相
聞
候
旨 

【
釈
文
３
の
意
訳
】 

○
赤
崎
（
菅
田
辺
り
）
か
ら
宿
（
西
園
寺
公
望
宿
所
）
ま
で
は
１
５
丁
程
（
約
一
・
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
赤
崎
か
ら
桑
名
屋
脇
ま
で
６
丁
（
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で
す
。
真

言
宗
千
手
院
の
支
配
高
は
あ
る
が
、
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
桑
名
屋
か
ら
北
堀
ま
で
３
丁

余
（
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
、
北
堀
橋
か
ら
京
橋
ま
で
５
丁
（
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）、

京
橋
は
９
間
（
約
１
６
メ
ー
ト
ル
）
で
幅
は
３
間
（
５
・
４
メ
ー
ト
ト
ル
）
で
あ
る
。 

○
松
江
の
東
西
は
１
８
丁
（
１
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。
た
だ
し
津
田
街
道
の
端
（
津
田

辺
り
）
か
ら
末
次
中
原
地
蔵
堂
（
外
中
原
辺
り
）
ま
で
で
あ
る
。 

○
松
江
の
南
北
は
２
９
丁
（
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
。
た
だ
し
末
次
赤
崎
（
菅
田
辺
り
）
よ

り
白
潟
才
の
神
（
新
町
辺
り
）
ま
で
で
あ
る
。
う
ち
末
次
分
は
大
橋
（
松
江
大
橋
）
ま

で
の
１
７
丁
（
１
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。 

○
末
次
の
東
西
は
１
５
丁
（
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。
た
だ
し
漁
師
町
（
東
本
町
）
か

ら
荒
和
井
（
荒
隈
）
ま
で
で
あ
る
。
白
潟
の
東
西
は
３
丁
（
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
。
た
だ

し
東
和
田
見
町
か
ら
灘
町
ま
で
で
あ
る
。
両
方
の
町
の
数
は
２
５
町
あ
る
。
末
次
は
１

６
町
あ
り
、
蔵
前
の
広
い
と
こ
ろ
が
大
手
で
あ
る
。
白
潟
は
９
町
あ
り
、
京
橋
の
広
い

と
こ
ろ
が
勢
溜
り
で
あ
る
。 

○
大
橋
（
松
江
大
橋
）
は
７
０
間
（
１
２
６
メ
ー
ト
ル
）
で
幅
は
２
間
半
（
４
・
５
メ

ー
ト
ル
）
、
宿
か
ら
大
橋
ま
で
は
約
２
丁
（
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。 

○
寺
院
は
５
７
寺
あ
る
。
大
橋
（
松
江
大
橋
）
か
ら
才
の
神
（
新
町
）
ま
で
約
１
２
丁

（
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
神
社
は
１
２
社
あ
り
、
社
司
は
５
人
い
る
。
愛

宕
・
照
床
（
阿
羅
和
比
）・
八
幡
（
若
宮
八
幡
、
現
阿
羅
和
比
）・
権
現
・
橋
姫
（
売
布
）・

伊
勢
宮
・
天
神
（
白
潟
天
神
）・
売
豆
記
（
売
豆
紀
）
の
各
神
社
。 

○
山
伏
は
１
５
人
い
た
。 

○
松
平
家
家
来
の
名
前
や
役
職
な
ど
知
っ
て
い
る
こ
と
は
だ
い
た
い
答
え
る
。 

○
城
や
天
守
に
つ
い
て
（
西
園
寺
公
望
が
）
お
尋
ね
に
な
っ
た
ら
よ
く
知
ら
な
い
と
答

え
る
。
城
の
正
面
は
東
向
き
で
あ
る
。
稲
荷
門
は
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
ら
、
城
内
の
惣

門
だ
と
答
え
る
。
橋
は
稲
荷
橋
と
答
え
、
用
屋
敷
、
細
工
所
と
答
え
る
。 

○
末
次
の
熊
野
神
社
の
支
配
高
は
ど
れ
ほ
ど
か
知
り
ま
せ
ん
。
土
の
橋
は
２
間
あ
る
。 

○
城
下
に
は
法
華
宗
の
大
雄
寺
、
天
台
宗
宝
照
院
が
あ
り
、
支
配
高
は
知
り
ま
せ
ん
。

ま
た
禅
宗
の
天
倫
寺
の
支
配
高
も
あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
か
知
り
ま
せ
ん
。 

○
三
十
三
間
堂
（
城
西
公
民
館
前
・
弓
道
場
）
の
詳
細
を
訪
ね
ら
れ
て
も
、
町
人
な
の

で
知
ら
な
い
と
答
え
る
。
さ
ら
に
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、
追
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
と
答
え
る
。 

○
酒
造
に
つ
い
て
は
、
巳
の
年
（
１
１
年
前
の
１
８
５
７
年
）
以
前
の
３
パ
ー
セ
ン
ト

分
を
造
っ
て
い
る
。 

○
町
人
が
願
い
出
る
出
雲
国
中
の
銀
の
遠
方
へ
の
運
送
は
当
分
間
の
願
い
出
と
す
る
。 

○
当
家
（
小
西
家
）
か
ら
の
銭
札
は
先
に
廃
却
し
た
が
、
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
ろ
う

か
。
山
の
多
い
国
な
の
で
、
品
々
が
滞
る
こ
と
も
あ
り
、
不
便
し
な
い
た
め
に
町
人
共

の
願
い
出
を
審
議
し
て
く
だ
さ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 
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※
二
点
の
史
料
は
共
に
金
山
十
代
男
氏
所
蔵 


